








































































している。dignitas と otium が『国家について』の「共通の利益」と「法」の如く並立し



























































『セスティウス弁護論』や『弁論家について』などに登場する otium cum dignitate は、
共和政ローマの政治のあり方や、キケローの政治思想および政治行動を理解する上できわ
めて重要な概念であり、申請者も申請論文の第４章のほとんどの叙述を割いて詳しく検討
している。このなかで申請者は、otium cum dignitate に関連するキケローの原典や、研究
史上のさまざまな解釈を取り上げつつ、この概念を検討しているが、申請者が結局いかな
る解釈を下しているのかが必ずしも明瞭に読み取ることはできなかった。たしかにこの概
念は、『国家について』における res publica の定義（jus の合意と utilitas の共有によっ
て結びついた人間集団）と比べて多義的であり、このためこれまでの研究者たちの間でも
多様な解釈がなされてきた。このような複雑な問題を解くひとつの糸口は、この概念が『国
家について』において res publica と定義されたローマ国家といかなる関係にあるのかに
あると思われる。果たして otium cum dignitate が res publica にかんする性格づけであ






言葉を res publica を指導したり守護したりする者の資質や条件として用いているのであ
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